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ハザードマップポータルサイトと中小河川の浸水想定の整備
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■洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域など、水害や土砂災害などに関する災害リスク情報をハザードマッ
プポータルサイトから一元的に提供。
■浸水想定区域図の作成が義務付けられていない小規模河川についても、氾濫により浸水が想定される範囲
等を簡易に推定する手法を検討するため、「中小河川の水害リスク評価に関する技術検討会」を開催し、検
討結果を「小規模河川の氾濫推定図作成の手引き」としてとりまとめ。

洪水浸水想定区域

ピクトグラム
から選択

土砂災害警戒区域等

津波浸水想定

洪水浸水想定区域＋道路防災情
報

道路防災情報

表示する情報を
選択 1

＜背景・課題＞
◯ 令和元年東日本台風
では、浸水想定区域図
の作成が義務付けられ
ていない小規模河川の
氾濫により浸水被害が
発生。

×
×

×

洪水予報河川や水位周知河川
以外の河川の氾濫により浸水被
害が発生しているエリア

阿武隈川水系阿武隈川洪水浸水想定区域図凡例
×：人的被害箇所

＜手引きの概要＞
◯ 航空レーザ測量データを用い
て、河道及び氾濫原を概略的に
測量
◯ 「流下型」「貯留型」の氾濫形
態については、破堤を考慮しない
簡易な氾濫解析を行うことにより、
計算の負担を軽減。

小規模河川の氾濫推定図ハザードマップポータルサイト
（重ねるハザードマップ）

防災に役立つ様々なリスク情報を１つの地図上に重ねて表示

準備・理解



河川に関する用語集の充実
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■国土交通省が運営する「川の防災情報」においてよく使う用語の解説を掲載。
■多方面から検索出来るようにすることやイラストなどを用いて用語の意味を理解しやすくするなどの改良を検討。

準備・理解



マイ・タイムライン（ワークショップ、説明会等）
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■マイ・タイムライン（洪水のような進行型災害が発生した際に、「いつ」、「何をするのか」を整理した個人の防
災計画）の検討ツールの共有等とともに、自治体職員向けにワークショップ開催に向けた研修会や住民向け
に気象キャスター等による講話を交えた説明会等を実施。
■マイ・タイムラインの取組が更に拡大するよう、「マイ・タイムライン実践ポイントブック検討会」を設置し、マイ・タ
イムラインの普及拡大のためのポイントブックを作成（令和２年６月公表予定）。

○ マイ・タイムライン検討の取組では、住民が洪水ハザードマップの記載内容を理解し、水害リ
スクを「我がこと化」することにより、自らの避難行動を促すことが必要であり、地域防災力を
向上するため、行政と住民とのリスクコミュニケーションの機会を創出するワークショップ形式に
よる検討が望ましいことから、「マイ・タイムライン実践ポイントブック」は、以下の3つで構成す
る 。

マイ・タイムラインガイド
【Ver1】

水防災に従事する職員等がマイ・タイムラインについて詳しく学ぶため
の作成したもの

ワークショップ虎の巻 水防災に従事する職員等が主体となり、ワークショップを実施できるよ
う、事例を参考に、手順、事前準備、資料等を取りまとめたもの

マイ・タイムライン
かんたん検討ガイド

マイ・タイムラインを広める人が、マイ・タイムラインがどういうものか周知
する際に使用するカタログをイメージして作成したもの

地整 事務所名 対象市町村

８１ 帯広開発建設部 北海道音更町

８２ 湯沢河川国道事務所 秋田県横手市

８２ 北上川河川国道事務所 宮城県涌谷町

８４ 信濃川河川事務所 新潟県小千谷市

８４ 千曲川河川事務所 長野県長野市

＜取組実績＞ （令和元年12月1日時点）

＜マイ・タイムライン実践ポイントブック＞

＜マイ・タイムライン検討ツール「逃げキッド」＞

長野県長野市

宮城県涌谷町

新潟県小千谷町

秋田県横手市

準備・理解



防災教育の支援

■災害リスクや防災情報を正しく理解し、災害時に適切に避難できる能力を養うためには、子どもの頃からの防
災教育も重要であることから、学校や家庭における防災教育を支援。
■具体的には、洪水や土砂災害から身を守るため、子どもたちが自ら避難行動について考えるきっかけを与える
ことを目的とした動画やカードゲームなどの素材をポータルサイトを通じて提供。

防災カードゲーム「このつぎなにがおきるかな？」 ※左：水害編、右：土砂災害編

防災教育ポータル
防災教育に役立つ教材や事例を紹介

（素材例２）防災カードゲーム

（素材例１）子ども向け動画

小学生向け動画「小学５年生理科 流れる水の働きと土地の変化」

動画「水防団の神様～山からのお知らせ～」

準備・理解



新たな情報通信技術を活用した情報提供手法の開発

5

■AI、５Gなどの情報通信技術が著しく進展する中、VR技術等を活用して身近な河川等の災害リスクをわか
りやすく伝えるための技術開発を推進し、住民ひとりひとりの事前の災害への備えを支援。

2次元図面での浸水リスクの表示

●VR技術を活用した河川氾濫の疑似体験アプリの開発

●３D氾濫シミュレーション動画の作成（荒川流域の事例）

準備・理解



新たな情報通信技術を活用した情報提供手法の開発
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■小学生を対象に、ＶＲ技術を活用した浸水被害の疑似体験などを通じて、自治体と共に水災害に対する
防災教育を実施。

■多治見市立小学校におけるVRを活用した防災教育の事例（平成28年11月8日）

河川事務所職員による水害リスク等の解説 体験に使用したＶＲ技術※
※ＶＲscope®（凸版印刷株式会社）

屋上から市内の浸水状況を疑似体験 体験に使用したVR画像

準備・理解



大雨特別警報の切替後の氾濫に対する注意喚起
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メディア等を通じて住民へ適切に注意喚起大雨特別警報の切替に合わせて河川氾濫に関する情報を発表

メディア等を通じた住民への適切な注意喚起を図る
ため、予め本省庁等の合同記者会見等による周知
を図るとともに、SNS・気象情報等あらゆる手段で
注意喚起を実施。

今後の水位上昇の見込みなどの河川氾濫に関する情
報を発表し、引き続き警戒が必要であること、大河川
においてはこれから危険が高まることを注意喚起。

イメージ
■ では、

水位状況

氾濫発生中

氾濫危険水位超過 水位上昇中。まもなく最高水位

久慈川 の 富岡 水位観測所（茨城県常陸大宮市）　 区間において氾濫が発生。富岡 水位観測所（茨城県常陸
大宮市）　では、水位が上昇中であり、引き続き、水位が高い状況が継続する見込みです。

今後の見込み

水位上昇中

榊
さかき

橋
ばし

（茨城県日立市）

久慈川洪水予報(臨時)
令和○年○月○日○時○分

 　国土交通省　常陸河川国道事務所
       　　気象庁　水戸地方気象台

「茨城県の大雨は峠を越えたが、河川の増水、氾濫はこれから」

茨城県の大雨は峠を越え、大雨特別警報は警報に切り替わりますが、久慈川の洪水はこれか
らも警戒が必要です。天候が回復しても、氾濫が発生するおそれがあるため、洪水への一層の
警戒が必要です。

久慈川 の 榊橋 水位観測所（茨城県日立市）　では、水位が上昇中であり、まもなく最高水位に到達する見込み。
氾濫のおそれあり。

水位観測所

富岡
とみおか

（茨城県常陸大宮市）

氾濫発生情報（警戒レベル５相当情報）　を発表中です。久慈川
くじがわ

河川名

久慈川
くじがわ

久慈川
くじがわ

イメージ

■大雨特別警報の「解除」を安心情報と捉えた住民が自宅に戻った後に、上流部で降った雨が下流部に流下し、時間
がたってから氾濫が発生。大雨の後に時間差で発生する氾濫への注意喚起が必要。
■大雨特別警報解除後の氾濫への警戒を促すため、大雨特別警報の解除を警報への切替と表現するとともに、警報
への切替に合わせて、今後の水位上昇の見込みなどの河川氾濫に関する情報を発表。
■メディア等を通じた住民への適切な注意喚起を図るため、予め本省庁等の合同記者会見等による周知を図るととも
に、ＳＮＳや気象情報、ホットライン、ＪＥＴTによる解説等、あらゆる手段で注意喚起を実施。
■「引き続き、避難が必要とされる警戒レベル４相当が継続。なお、特別警報は警報に切り替え」と伝えるなど、どの警
戒レベルに相当する状況か分かりやすく解説

新たな取組み
発信



水害リスクライン

○令和元年６月１９日から１０水系において市町村等向けに提供開始。
○令和元年９月１１日から一般向けの提供サイトの運用を開始し、対象水系を５０水系に拡大。
○令和２年３月末時点で国が管理する全１０９水系で提供中 。

現行の洪水予報・危険度の表示 水害リスクラインを活用した洪水予報・危険度の表示

観測所水位
（ポップアップ）

観測所水位
（ポップアップ）

浸水想定区域図
（スクロール拡大）

カメラ画像
（ポップアップ）

基準観測所の水位で代表して、一
連区間の危険度を表示

左右岸別、上下流連続的に地先ごとの危険度を表示
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■観測所地点の水位から上下流連続的な水位をリアルタイムで計算し、堤防の高さと比較することで地先毎の
洪水危険度を把握・表示する「水害リスクライン」により、災害の切迫感をわかりやすく伝える。
■危機管理型水位計により増設された多地点の実測の水位データを、水位計算にリアルタイムに反映させること
で、より精度の高い縦断的な水位を算出。

発信
新たな取組み



簡易型河川監視カメラによる画像提供
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■2020年2月から簡易型河川監視カメラの画像提供開始。従来のカメラ（CCTVカメラ）約3,100台に加え
て、簡易型河川監視カメラ約2,400台のカメラ画像を提供中（６月現在）。
■スマホの位置情報をもとに近隣の河川の状況をリアリティーのある画像で伝えることで、住民の適切な避難判
断を促す。

屋外に容易に設置
無線式の場合は電源・通信ケーブルの確保不要
（無線通信、太陽電池等を利用）

機能を限定しコストを低減
ズームや首振り機能は削除
機器本体価格は、３０万円/台程度

インターネットを経由して画像を収集
水位計のデータ等と併せて提供

【 特 徴 】

●●:●●

（夜間）（昼間）
（カメラ部）

（全景）

【 配信イメージ 】

「川の水位情報」
https://k.river.go.jp

●●:●●

●●: ● ●
●●:● ●

現在位置機能により、
身近な河川の水位
情報を把握可能

発信
新たな取組み



・他の緊急速報メールと比べ文章が長い（文字が多いと読まない）
・直接的な情報を有していない文は不要
・発信者は最後、重要な情報から先にすべき
・状況が伝わらない、“氾濫危険水位”の意味もわからない人も多
いと思われる
・自治体が配信する避難勧告のメールとの違いを明確にすべき

■氾濫発生情報（警戒レベル５相当）、氾濫危険情報（警戒レベル４相当）の発表とあわせて、緊急速
報メールにより、プッシュ型で地域に伝達。
■令和元年東日本台風後の検証を経て、より分かりやすく簡易な文案に改善。
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レベル４相当 氾濫危険情報 レベル５相当 氾濫発生情報

河川氾濫発生

警戒レベル５相当

こちらは国土交通省関東地方整備局です

内容：越辺川の東松山市正代地先、川越市

平塚新田地先で堤防が壊れ、河川の水が溢

れ出ています

行動要請：防災無線、テレビ等で自治体の情

報を確認し、命を守るための適切な防災行

動をとってください

本通知は、浸水のおそれのある市町村に配

信しており、対象地域周辺でも受信する場合

があります

（国土交通省）

改善イメージ

文章を簡潔にするとともに、重要な情報から順に記載

従来 改善案

緊急速報メールによるプッシュ型通知（メール文の見直し）

課題

【警戒レベル４相当】
氾濫のおそれ

警戒レベル４相当

多摩川で氾濫のおそれ

田園調布（大田区）付近で河
川の水位が上昇、氾濫が発
生する危険があります

自治体からの情報を確認し、
安全確保を図るなど速やか
に適切な防災行動をとってく
ださい。今後、氾濫が発生す
ると、避難が困難になります

（国土交通省）

【警戒レベル５相当】
氾濫発生

警戒レベル５相当

越辺川で氾濫が発生

東松山市正代地先（西側）、
川越市平塚新田地先（南東
側）で堤防が壊れ、河川の水
が住宅地などに押し寄せてい
ます

命を守るための適切な防災
行動をとってください

（国土交通省）

発信



SNS等による防災情報の発信
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大雨に伴う洪水への
注意喚起河川情報の

入手先について
情報発信

【シェアできる情報】
河川横断図（水位観測所地点）
水位観測所の水位グラフ
ＣＣＴＶカメラ（静止画）

SNSのシェアボタンを追加

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
シ
ェ
ア

■各事務所の公式ツイッターアカウントから、水害・土砂災害に関する注意喚起や早めの避難、河川水位に応
じた注意喚起など河川の状況に応じた情報発信を実施。
■令和元年９月３日には、「川の水位情報」サイトにＳＮＳ投稿ボタンを追加し，水位グラフやカメラ画像を
投稿を可能にした。

発信



平成30年9月台風21号での高潮による淀川の
増水や防潮堤の状況等を確認

メディア連携協議会による現地視察
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■報道関係者や気象キャスター等を対象に、普段は目にする機会の少ない河川管理施設等の見学会を開催。
水系全体の治水事業の変遷や、過去の水害における治水施設の効果などを紹介。
■過去の出水等における河川水位、映像等を現地で確認することにより、防災情報と地域や施設の状況、水
害の危険度の関係を実感することができた。

視察状況

日吉ダム視察 毛馬排水機場視察

平成30年7月豪雨における桂川の増水状況等の確認

発信



河川状況の動画配信（YouTube）
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■国土交通省の公式YouTubeアカウントによりライブ動画を配信。
■YouTubeで動画を配信することで各河川の切迫した洪水映像等をリアルタイムで配信し、住民の適切な避
難判断を促す。

整備局名 対象河川 カメラ数 配信
開始日

北海道開発局 13水系14河川
（天塩川水系天塩川他） 14 令和元年

8月16日

近畿地方整備局 9水系15河川
（由良川水系由良川他） 16 令和元年

6月17日

中国地方整備局 2水系4河川
（高梁川水系高梁川他） 4 令和元年

7月31日

四国地方整備局 1水系2河川
（肱川水系） 4 令和元年

10月31日

九州地方整備局 20水系74河川 310 令和２年
6月5日

YouTubeによる河川ライブ映像配信

■現在配信中のYouTubeサイト

北海道開発局 近畿地方整備局
中国地方整備局

九州地方整備局

ライブ

四国地方整備局【太田川】【高梁川】

伝達



■国土交通省が提供している「川の防災情報」や事務所のウェブサイトを通じ、ライブカメラの画像を提供するこ
とで、ダムの貯水状況や放流状況を提供。

ダムの河川監視カメラの活用

14『川の防災情報』を通じた提供事例 事務所のウェブサイトを通じた提供事例

伝達



オンライン会議による流域市町村とのＴＶホットライン
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■オンライン会議を活用し、河川管理者や市町村等の流域関係者全員で河川やダムの状況を確認しながら、
災害の危険を共有。
■河川ライブカメラ映像や地図、イラストなどを用いて、河川の状況や災害の危険を分かりやすく伝達することが
でき、また、コロナ禍におけるリエゾン派遣等が限られる状況での情報共有も可能。

ホットライン

ダム貯水位

河川水位

ライブカメラ

・河川事務所と流域の市町村を接続する、防災用
の専用光ファイバ回線を用いたオンライン会議を開催。
・個別に電話で行う従来のホットラインと比べ、流域
内の複数の市町村へ同時に連絡ができ、ライブカメラ、
資料を用いて河川状況を共有することが可能。

防災用
光ファイバ
回線

ＴＶホットライン ＴＶホットラインによる洪水対応演習例

・本年５月に、河川事務所と流域の市町村をオンラ
イン会議で接続し、河川の状況の伝達、ライブカメラ
映像の確認等を行う演習を実施。

伝達
新たな取組み



（国管理・倉敷市真備町）

NHKアナウンス室 「地域版 命を守る呼びかけプロジェクト」
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■NHKアナウンス室では「地域版 命を守る呼びかけプロジェクト」を全国42局で展開中。
■全国のアナウンサーが地域の過去の災害を取材の上、地元の住民と座談会やワークショップを開催し、避難
行動につながる生の意見を収集する。教訓を含めて具体的に伝え、より迅速な避難行動につなげる。

大津放送局では、京都大学防災研究所などと連
携。地元防災士へのアンケート、ワークショップなどを
通じて、「タイムライン」を取り入れた呼びかけ文を作
成。

鳥取放送局では、防災や土木工学の専門家など
と綿密に連携を取り、勉強会や意見交換会を開
催。また行政の担当者ともパイプを作り、いざという
時に連携を取れる体制づくりを構築。

各局の天気カメラだけでなく、国や県の河川カメラの映像も活用し、平時
からの変化や予兆にいち早く気づき、的確な呼びかけにつなげる。

【出典】 NHKから提供して頂いた資料を基に国土交通省が作成

◆最寄りの水位計➡倉敷市真備町箭田地先（やたじさき）

※危機管理型水位計（国管理ではデータ蓄積により氾濫危険水位を設定しているが、危機管

理型はデータが少ないため暫定ての基準によって「危険水位」を設定。言う時は区別する。）

◆水位計の情報は？（放送前に確認！そのまま読まないこと！）

・（水位）近くの水位計では、氾濫の危険が高まっていることを示す「危険水位」

を超えています。自治体の情報を確認し、避難してください。など

・（時間経過）この○時間でおよそ○ｍ水位が上昇しています。など

・（周辺水位計）小田川の支流の××川（高馬・末政・具谷）も、危険な水位を超えて

います。小田川の水位が高いと支流の水が流れにくくなる

「バックウォーター現象」が起きるおそれがあります。 など

◆この地域への呼びかけ！

【コメント例】

◆どこのカメラ？どういう地域？

・倉敷市真備町（まびT）の小田川（おだがわ）です。

・西日本豪雨で堤防が決壊した現場付近が見えています。

・対岸に見えるコンクリートの護岸は、

西日本豪雨でおよそ１００メートル決壊し復旧工事が行われた箇所です。

・画面奥が、西日本豪雨で大きな被害が出た真備町箭田（やた）地区です。

・西日本豪雨で、真備町では広い範囲で５メートル以上浸水しました。

これは、2階でも危険な深さです。

◆川の状況は？（そのまま読まないこと！静止画なので流れはわからない）

・（水位）普段は大きな中洲があり、

草や石が見えていますが、今は一面濁流です。など

・（護岸）対岸のコンクリートの護岸の、かなり上の方まで水がきています。

＜★目安：対岸の護岸が見えなくなれば氾濫危険水位を超えている＞

▼水位上昇のスピード

西日本豪雨で小田川の水位は、短時間で一気に上がりました。

現在の状況だけで判断せず、逃げられなくなる前に避難してください。

▼浸水後では遅い

浸水が始まってからでは命を守れません。３０センチで車での避難はできなく

なります。避難のタイミングを逃さないでください。

▼自分で判断しない

災害の大きさを自分で勝手に判断しないでください。

どこに被害がおよぶかはわかりません。最善を尽くしてください。

▼５ｍ浸水

西日本豪雨では、箭田地区をはじめ、広い範囲で５ｍ以上浸水しました。

２階以上に避難するだけでは安全でないというのが教訓です。

家にとどまらず、川から離れた安全なところに逃げてください。

▼堤防は守ってくれない

西日本豪雨で、専門家は、堤防は守ってくれるものではなく、避難の時間をかせ

ぐためのものだと言いました。堤防があるから大丈夫ではなく、

早く川から離れた場所、川より高い場所へ避難してください。

▼サイトへの誘導

ごらんの河川カメラなどの情報は、「おかやま防災ポータル」というサイトの

「川の水位情報」から見ることができます。

小田川 杉森樋門（すぎもりひもん）カメラ

たかま すえまさ ぐたに

伝達



メディアを通じた情報発信（国土交通省職員による解説）
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北陸地方整備局により河川状況の解説（令和元
年１０月１３日 ＮＨＫ「ニュース『台風19号』
関連」（全国放送））

東北地方整備局により河川状況の解説
（令和元年１０月１２日 ＮＨＫ「ニュース『台
風19号』関連」（全国放送））

■台風による氾濫への注意喚起や河川の今後の注意点について、国土交通省職員がカメラ取材、電話等を
通じてメディアに出演し、解説する取り組みを昨年度より実施。
■令和元年東日本台風においては、東北、関東、北陸地方整備局の職員によって、１０月１２日～１６
日の間で、テレビや電話出演による解説を計２１回実施。

千曲川の堤防が決壊しており、大量の
水が住宅地側に流れ混んでいる状況の
ため、非常に危険な状況です・・・

宮城県内、福島県内で非常に河川の
水位が上がっており、極めて危険な状

況です・・・

伝達



地方整備局と気象台の合同記者会見
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■台風の接近前に、河川情報の入手方法や今後の気象の見込みなどについて説明する記者会見を、地方整
備局と地方気象台の合同で開催。
■令和元年東日本台風では、全国で５地方（東北、北陸、関東、中部及び近畿）において全１１回の合
同記者会見を開催し、注意喚起を実施。

中部地方整備局と静岡地方気象台の合同記者会見

関東地方整備局と東京管区気象台の合同記者会見 合同記者会見における注意喚起

合同記者会見のYouTube配信

伝達



■「逃げなきゃコール」とは、離れた場所に暮らす高齢者等の家族に危険が差し迫った場合、家族が直接電話を
かけて避難行動を呼びかける取組です。そのために、NHK、Yahoo!のスマートフォンアプリやauのSMS（ショー
トメッセージサービス）などの地域登録機能を活用し、プッシュ型で家族の住む場所の河川情報等を入手。
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民間アプリ等を活用した避難の呼びかけ～「逃げなきゃコール」～

逃げなきゃコールHP
http://www.mlit.go.jp/river/
risp/policy/33nigecall.html

アプリの入手
地域の登録

防災情報の
プッシュ通知

電話を受け
避難行動へ

安全な場所
へ避難

大切な人に電話等で
避難を呼びかけ

私の住む地域と、
おばちゃんの住む
地域を登録しよう。

おばちゃんの住む
地域に「避難準
備・高齢者等避難
開始」が出てる！

おばあちゃん、
すぐに避難して！

よかった!
今、避難所に
着いたわよ!

連絡ありがとう。

わかったわ!

判断・行動



SNS等を活用した住民・水防団等による防災情報の発信・共有

①高齢者等の避難支援

ねぇ、クローバ
伊勢市の防災
情報につないで！

速やかに避難を始
めてください。

勢田川では、避難判断水位
を超えており、現在も水位は
上昇しています。お住まいの
地区には、避難準備・高齢
者等避難開始が発令されて
います。

■AI音声応答機能を活用した防災情報の入手■SNSを活用した河川情報の提供

LINE版防災チャットボット
「SOCDA」を活用した
避難情報の提供

遠方の家族にも現地の状況が伝わるよう
河川CCTV画像も配信

災害状況要約システム(D-SUMM)により被害情報をカテ
ゴリ別にリアルタイムに地図上にマッピング

収集した情報は災害対策本部・現場で同時共有

地図データ©2019 Google

③円滑な水防活動支援

■水防団等への河川情報の提供

出水時に現場に河川情報を提供

危機管理型水位計

危機管理型水位計の
河川横断図画像

ワンクリックで
水位状況を瞬時に確認

家族への
避難呼びかけ Clova

（AIアシスタント）

LINE等を活用して水防団へ河川情報を提供するとともに、水
防団からの現地状況報告を国・県・市が同時に共有

AIアシスタントの音声応答機能により高齢者の避難行動を支援

現地の被害情報等を地図上
で一元的に表示・共有

②防災チャットボットを活用した被
害情報の収集・共有

■情報を発信する行政とSNS・AI技術を有する企業等が連携し、三重県伊勢市をフィールドにSNS等を活用
した住民避難・水防活動支援等の現場実証を実施。

判断・行動


